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概要
—
インクジェットインクは、溶液中に顔料を分散させたコロイド分散
液です。適切に顔料を分散させるには、沈降、不安定化、凝集などを
避ける必要があります。これらの要素はインクジェットノズルの目詰
まりの原因となります。製品の品質および良好な製造工程を担保す
るためには、最終製品の粒子サイズ分布を決定するための信頼で
きる方法が必要です。光学的粒子検出（Single Particle Optical 

Sizing : SPOS）システムを用いたAccuSizer (アキュサイザー) は、
ズルを詰まらせパフォーマンス低下のリスクをもたらす、粗大粒子
が最終的なインクジェットインクに含まれているかを判断する上で
理想的な手法です。このアプリケーションノートでは、アキュサイザ
ーで、インクジェットインクの製造上の課題を解決しうる例を取り上
げました。

序論
—
典型的なインクジェットインクの顔料は、小さなサイズの粒子（約50

〜200 nm）を分散させたもので、コロイド状に安定化させる必要
があります。コロイドは、十分な表面電荷（ゼータ電位）を持つよう
に表面改質を行うか、顔料粒子表面上に特定の化合物を吸着（立
体安定化）させて安定化させます。

顔料粒子の大きさは非常に重要です。大きな粒子があれば、プリン
ターのプリントヘッドに損傷を与え、インクジェットや流路を塞ぐ恐
れがあります。粗大粒子（>0.5〜1.0μm）を制御するためは、粒度分
布のテール部に存在する少数の粗大粒子を高精度に検出する技
術が必要です。

粒子径と粒子数計測のテクニック
—
動的光散乱（DLS）のようにインク分散体の平均粒径を決定する方
法はありますが、ほとんどの方法では、材料に少量の大きな粒子が
含まれていても検出できません。個々の粒子のサイズと個数のカウ
ントに基づいた方法は、この種の、たとえ少量の異物であっても、プ
ロセスの中で粒子サイズと個数を計測する必要があるという分析
に適しています。

アキュサイザーのSPOS技術は、インクジェットインクにおいて粒径
分布のテール部に存在する粗大粒子のサイズや濃度を定量化する
理想的な方法です。システムは組み込んだセンサーに応じて、0.15

〜400μmのダイナミックレンジをカバーすることができます。図 1
は、標準的な0.5〜400 μmを測定する LE400「光遮蔽・光散乱式
センサー」、サンプルを測定に適した濃度まで自動的に希釈するAD

サンプラーに組み込んだモデルです。

アプリケーション例 1： 攪拌の効果
—
顔料の分散に影響を与えるファクターは多く存在し、そのひとつは、 
攪拌時間です。そこで、分散液内の粗大粒子の数を減少させる 
ためには、最適な攪拌時間を決定する必要があります。

粗大粒子と攪拌の時間の効果をモニターするためにマゼンタおよ
びシアンの２つの顔料インクを分析しました。図2および図3は、マ
ゼンタについて、攪拌時間を50、70、90分間と変化させた結果で
す。攪拌時間を延ばすことで、インク中のテール部の粒子濃度は、 
4 × 106 個/ mLから2 × 105 個/ mLに減少しました。

図1　アキュサイザー A7000 AD
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 図2　マゼンタに対する希釈の影響

 図3　マゼンタの拡大

1 μmを超える粒子濃度は、50 min: 4 x 106 個/mL、  
70 min: 5 x 105 個/mL 、90 min: 2 x 105 個/mL です。

図4に示しているシアンについても、攪拌時間に応じて、
粗大粒子数が減る結果が出ています。攪拌時間を10分 
延ばすことで、粒子数は9 x 106 個/mLから3 x 106 個/mL

に減少しています。

 図4　シアンについての攪拌時間の影響

アプリケーション例 2： ろ過の効果
—
図5には、インクジェットインクを2 μmと5 μmのフィルタ
ーでろ過した例を示しています。両方のフィルターで、 
1 μm以上の粒子濃度に改善が見られます。ろ過していな
いサンプルは、1 μm 以上で10万個/mL以上をカウントし
ていますが、5 μmと2 μmのフィルターでろ過すると、1 

μm 以上の粒子濃度はそれぞれ70,000個/mL以下、 
20,000個/mL以下に減少しています。

図5　インクジェットインクのフィルター効果

まとめ
—
アキュサイザー A7000は、インクジェットインクのテール
部に存在する粗大粒子のサイズおよび濃度を定量化する
ための理想的なシステムです。このアプリケーションノー
トでは、攪拌と、フィルターろ過の効果をとりあげていま
すが、アキュサイザーは、一般的な品質保証ツールとして、 
あるいはプロセス開発のツールとして最適なプロセス 
条件の検討に使用可能です。また、アプリケーションに応
じてさまざまなセンサーや構成がご利用いただけます。
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